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Abstract：　53　ser，　Typhimuriun　strains　were　characterized　as　to　their　carriage　of　DTIO4，　virulence　genes
（5pvC，　rcた，　and　p4A），　class　I　and　II　integrons，　and　Xわα1－and　Blη1－PFGE　pattems．　No　DT　104　strain　was
detected　during　l998－1999，　whereas　65．9％of　ser．　Typhimurium　isolates　during　2004－2005　were　DT104．
Class　l　intergron－associated　genes，αα4A2　and　p∫ε1　were　found　in　50．9％of　total　ser．　Typhimurium　strains　or
in　all　ser．　Typhimurium　DT　104　strains　that　exhibited　R－type　ACSSuT十．One　ser．　Typhimurium　strain　with　R－
type　SSuTTm　harbored　another　Class　l　intergron－associated　gene．　Class　2　integron－associated　genes　were　not
detected．　Virulence　gene　5pレC　was　found　in　925％andκたandρ4A　were　fond　in　88．7％．SeL　Typhimurium
strains　were　categorized　into　four　clusters　by　Xわσ1－PFGE，　and　into　nine　clusters　by　B1η1－PFGE　analyses．
目　的
　サルモネラ食中毒の原因食品として畜産物が重要
視され，家畜や家きんにおけるサルモネラ保菌が注
目されている。なかでも豚は∫．Typhimuriumに感染
しても必ずしも症状を示さず，公衆衛生上問題とな
る（1，2）。そこで，臨床上健康な豚から3α伽。η躍α
θ1πθr’cαを分離し，3．Typhimurium分離率および薬剤
感受性を検討し，さらに，DTIO4，インテグロン，
病原因子およびPFGE（xわα1・B1η1）を用いて，疫
学的な検討も加えたので報告する。
方　法
　1998－1999年および2004－2005年に，北海道から沖
縄県の24道県73養豚場から健康な豚2980頭および
3791頭をそれぞれ供試動物とした。DTIO4および病
原因子（ΨソC，rcた，圃A）の検出はPCRにより，イン
テグロンの解析はPCR増幅産物のシークエンスによ
り行った。PFGEは制限酵素X肋1およびβ1η1を用い
て行い，DNA泳動パターンはBioNumericsソフトウ
ェア5．0を用いて解析した。
結果と考察
　1998－1999年では2980頭中67頭（2．2％）から，
2004－2005年では3791頭中126頭（3．3％）の健康な
豚から5α1’η0116〃αθ班εr’coが分離された。これら分離
株のうち∫。Typhimuriumはそれぞれ12株（17．9％）
および41株（32．5％）検出され，2004－2005年にお
いて高率に分離された。
　また，これらS。Typhimurium　53株のうちACSSuT
耐性を示す株が27株（50．9％）検出され，すべて
DT104であった。さらに，これらDTIO4はすべて
2004－2005年分離株であった。すべてのDTIO4株か
らIntegronI（1．O　kb＋1．2　kb）が検出され，その遺伝
子構成は同一のαα4A2，わ如であった。その他の
3．Typhimuriumでは41励X〃，　oヴF，αα姐2を構城する
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IntegronI（1．9　kb）が1株検出された。
　一方，病原因子はΨvCがS．　Typhimurium53株中49
株（92．5％），r欲およびρ《1Aが47株（88．7％）検出
され，3．Typhimuriumはこれら病原因子を高率に保
有していた。
　PFGE解析では，5．　Typhimurium52株はX加1で4
つのクラスター（X1，X2，　X3，　X4）（Cut　off　value：
80％）に分類され，85％ではX4がX4aおよびX4b
に細分化された。・一方，β1η1では9つのクラスター
（Bl－B9）（80％）に分類され，それはX伽1より細分
化されていた。また，系統樹からDT104は2つのク
ローンが存在したものと推察された。
結　語
　2004年以降，健康豚において多剤耐性サルモネラ
（DT104）の保有率が急激に増加したことから，今後，
導入豚検査の強化，衛生管理の徹底，さらに，継続
的なサルモネラサーベランスが重要であると考える。
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